


























3回の討議は、 いずれも、 報告者を含め30名前後の参加者で活発に行われているO その様子の
一端は、「東アジア世界史研究センター」のホームページ(http://www.senshu-u.ac.jp/�o旺1024/)
でもうかがうことができるO
また、 本誌には、 専修大学大学院文学研究科に在学中の小田愛氏の研究ノートを収録した。 日
本 古代の著名な天然痘の大流行と遣唐使との関連を探った意欲的な論です。 本誌が研究テーマに
関心をもっ若い研究者の成果を発表する場としても活用してもらえればと考えております。
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